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子生和保育園

初めは上手にできなくても毎日の生活の中で繰り返すうちに、「自分でできた！」という

経験が子どもにとっての自信になります。保育士は子どもが自分でしようとする行動を見

守り、励まし、手を添えたりしながら自分でやり遂げた満足感を味わえるようにしています。

そのような事を一つ一つ積み重ねることで自立心は育っていきます。

～ごちそうさまのその後は…～

ごちそうさまでした！

ごちそうさまの後は、保育士の声掛けが無くても自分の使った皿は進んで重ねて、

片付けています。

コップは最後！

よし！できた！


